
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

カメラ台付きディスプレイスタンド(CR-LAST35)組立説明書
★用意していただくもの・・・・・
プラスドライバー　
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために着用をお勧めします） 

Ver1.0

使用ボルト

⑰ボルトA×2本〔M8×35〕

⑱ボルトB×4本〔M6×15〕

⑲ボルトC×4本〔M4×15〕

ボルトF×4本〔M4×6〕

①ベースプレート×1個

②支柱Ａ×1個

⑪キャスター（ストッパー付き）×２個

⑫キャスター（ストッパーなし）×２個

⑬アジャスター×４個

⑮袋ナット×4個

⑧モニター取付けブラケット×1個

⑨拡張プレート×２個

⑩ラバーシート×１枚

③支柱Ｂ×1個

④ジョイントブラケット×1個

⑭ネジ先カバー×4個

⑤棚板×1個

⑥カメラトレー×1個

⑦カメラ台ブラケット×1個 ⑯スプリングワッシャ×４個

六角レンチ（６mm）×1本

六角レンチ（4mm）×1本

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（CR-LAST35など）と下記の部品番号（①～   ）と部品名（ボルトなど）をお知らせください。
　

スパナ×1本

5
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⑳ボルトD×22本〔M6×12〕

総耐荷重　17kg 

完成図

ボルトE×4本〔M4×12〕



２

支柱Bにジョイントブラケットを取付けます。

ベースプレートにキャスターを取付けます。 ベースプレートにアジャスターを取付けます。1

3

⑳ボルトD

①ベースプレート

⑫キャスター（ストッパーなし）
⑬アジャスター

③支柱Ｂ

④ジョイントブラケット

⑯スプリングワッシャ

広い

短い
※広い方が前です。
　

※ゆるめに取り付けます。

❶前側にストッパー付きキャスターを取付けます。 ❷ストッパーなしキャスターを取付けます。
　

＜上から見た図＞

＜上から見た図＞

前 

前 

※穴を合わせます。

※穴を合わせます。

※楕円形の穴が2つある方が支柱Bです。

❷ボルトで固定します。❶支柱Bにジョイントブラケットを差し込みます。

使用ボルト

⑳ボルトD〔M6×12〕

⑪キャスター（ストッパー付き）

⑯スプリングワッシャ

㉕スパナ

㉕スパナ



4

５ ６

ジョイントブラケットに支柱Aを取付けます。

ベースプレートに支柱Aと支柱Bを取付けます。 本体を起こします。 7 ベースプレートにネジ先カバーと袋ナットを取付けます。

⑰ボルトA〔M8×35〕

※穴を合わせます。

※穴を合わせます。

後

後

②支柱Ａ

⑮袋ナット

⑭ネジ先カバー

❷ボルトで固定します。

起こす

❶ジョイントブラケットに支柱Aを差し込みます。

※全てのボルトを
　締め込みます。

※ボルトAが確実に
　締め込まれれているか
　確認してください。

使用ボルト

⑳ボルトD〔M6×12〕

使用ボルト

※楕円形の穴のある方が
　後ろ側です。

広い

短い

※短い方が後です。
　

＜上から見た図＞

⑳ボルトD

㉓六角レンチ

⑰ボルトA

㉔六角レンチ



支柱に棚板を取付けます。8

　※固定ずみ
　　ボルト
　

※下図の位置に棚板を取付ける
　場合は、固定ずみボルトを
　取り外します。
　
　

※支柱とボルトの隙間が、約５mm程度
　空くようにします。

＜上から見た図＞

＜支柱を横から見た図＞

約５mm 約５mm

ボルト

支柱

⑤棚板

❶支柱にボルトを取付けます。

❹上側のボルトを締め付けて固定します。❸新しいボルトで下側を固定します。　　　　

❷ボルトに棚板を引っ掛けます。

使用ボルト

⑳ボルトD〔M6×12〕

⑳ボルトD

⑳ボルトD
使用ボルト

⑳ボルトD〔M6×12〕㉓六角レンチ

㉓六角レンチ



カメラ台ブラケットにカメラトレーを取付けます。9 10 支柱Aにカメラ台ブラケットを取付けます。

13 ラバーシートをカメラトレーの上に置きます。11

※支柱とボルトの隙間を
　約５mm程度空けます。

※用途に応じて使いわけができます。

＜上から見た図＞

約５mm 約５mm

ボルト

支柱

※カメラトレーの水平
　を確認した後、ボル
　トを締め込みます。

⑩ラバーシート

⑥カメラトレー

❶支柱Aにボルトを取付けます。

❶マスキングシートを取外します。

※はがしにくい場合は、セロハンテープなどを貼り、取外します。

❷カメラトレーの上に置きます。

❷ボルトにカメラ台ブラケットを引っ掛けます。

❸ボルトを締め付けて固定します。

水平

使用ボルト

ボルトF〔M6×12〕

トレーの裏を仕様する場合

はがす

使用ボルト

⑳ボルトD〔M6×12〕

⑳ボルトD

ボルトF

㉓六角レンチ



ディスプレイの裏面にモニター取付けブラケットを取付けます。
※取付け可能なディスプレイの重量は10Kgまでです。それ以上のディスプレイは絶対に取付けないでください。12

ネジ穴ピッチ
　100㎜×100㎜の場合は、モニター取付けブラケットの穴を使います。

ネジ穴ピッチ
　200㎜×100㎜
　200㎜×200㎜の場合は、拡張ブラケットの穴を使います。
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⑧モニター取付けブラケット

⑨拡張プレート

⑧モニター取付けブラケット

❶モニター取付けブラケットに拡張ブラケットを取付けます。

❷ディスプレイに拡張ブラケットを取付けます。

毛布などを下に敷き、ディスプレイへの傷や
破損に十分ご注意ください。

ディスプレイに付属しているスタンド類は
取外してください。
スタンド類の取外し方法はディスプレイの
取扱説明書をご参照ください。

ボルトが長過ぎるとディスプレイを破損する
恐れがあります。
また、ボルトが短すぎるとディスプレイが
しっかりと固定できず脱落する恐れがあり
ます。
取付けに適したボルトの長さは各ディスプレイ
によって異なります。必ずディスプレイの
取扱説明書や、メーカーへの問合せなどで
ご確認の上、取付けるボルトの長さを決めて
ください。

ボルトが長過ぎるとディスプレイを破損する
恐れがあります。
また、ボルトが短すぎるとディスプレイが
しっかりと固定できず脱落する恐れがあり
ます。
取付けに適したボルトの長さは各ディスプレイ
によって異なります。必ずディスプレイの
取扱説明書や、メーカーへの問合せなどで
ご確認の上、取付けるボルトの長さを決めて
ください。

使用ボルト

ボルトE〔M４×12〕

使用ボルト

⑱ボルトB〔M6×15〕

⑱ボルトB

⑲ボルトC〔M4×15〕

⑲ボルトC

使用ボルト

⑱ボルトB〔M6×15〕

⑲ボルトC〔M4×15〕
ボルトE

毛布など



岡山市北区田町１－１０－１

支柱にモニター取付けブラケットを取付けて完成です。13

※任意の角度で調整します。

＜横から見た図＞

※支柱とボルトの隙間が、約５mm程度
　空くようにします。

＜上から見た図＞

約５mm 約５mm

ボルト

支柱

使用ボルト

⑳ボルトD〔M6×12〕

使用ボルト

⑳ボルトD〔M6×12〕

⑳ボルトD〔M6×12〕

❹上側のボルトを締め付けて固定します。❸新しいボルトで下側を固定します。　　　　

※上図は拡張ブラケットを使用した場合のイラストになっています。　　　　

※上図は拡張ブラケットを使用した場合のイラストになっています。　　　　※上図は拡張ブラケットを使用した場合のイラストになっています。　　　　

❷ボルトに棚板を引っ掛けます。❶支柱にボルトを取付けます。

⑳ボルトD

㉓六角レンチ

㉓六角レンチ


